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Ⅲ．労働組合としての社会的役割の発揮 

１．平和の取り組み 

（１）情報労連平和四行動 

１）情報労連「広島ピースフォーラム２０２５」 

日 時：２０２５年８月４日（月）～６日（水） 

参加者：５名（支援スタッフ１名、一般参加者４名） 

内 容：①被爆体験証言・特別講演 

②慰霊式（基町・袋町・比治山） 

③平和記念公園ピースウォーク・広島平和記念資料館見学 

④被爆建物ウォーク 

⑤連合２０２５平和ヒロシマ集会 

⑥連合・原爆死没者慰霊式 

⑦原爆詩・被爆体験記朗読 

 

２）情報労連「第３６回長崎平和フォーラム」 

日時：２０２５年８月７日（木）～９日（土） 

参加者：６名（支援スタッフ２名、一般参加者４名） 

内 容：①講爆体験講演 

②原爆資料館等見学 

③被爆遺構巡り 

④万灯記入・折り鶴作成 

⑤戦争体験記（朗読） 

⑥連合２０２５平和ナガサキ集会 

⑦電通労働者原爆被爆死没者慰霊式 

 

３）情報労連「２０２５北方領土返還要求平和行動ＩＮ根室」 

日時：２０２５年９月７日（日）～８日（月） 

参加者：２名 

内容：①学習会第１部【北方領土編】 

・『北方領土問題とは』 

情報労連北海道協議会事務局次長 中川 裕美子 

・講演『私のふるさと蘂取（シベトロ）』 

講師：千島歯舞諸島居住者連盟 安田愛子氏 

②学習会第２部【樺太編】 

・講演『北方領土返還についての情勢報告』 

講師：石橋みちひろ参議院議員 

③ピースリレー 

④連合２０２５平和ノサップ集会 
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５）平和四行動参加者向けの事前学習会の開催 

２０２５年の各行動参加に先立ち、支援スタッフを講師とした事前学習会を開催した。 

①情報労連「広島ピースフォーラム２０２５」 

日 時：２０２５年７月１６日（水） 

対象者：情報労連「広島ピースフォーラム２０２５」参加者 

内 容：平和行動の背景、情報労連平和四行動の概要、当日の行動予定――等 

 

②情報労連「第３６回長崎平和フォーラム」 

日 時：２０２５年７月２３日（水） 

対象者：情報労連「第３６回長崎平和フォーラム」参加者 

内 容：平和行動の背景、情報労連平和四行動の概要、当日の行動予定――等 

 

（２）情報宣伝媒体を活用した平和啓発 

平和行動や集会等への参加報告をホームページの活動報告に掲載するとともに、ＷＥＢ機関誌にて

平和啓発記事の掲載を行った。 

１）活動報告 ※（）は発信日 

①情報労連「２０２５沖縄ピースすて～じ」参加者レポート（２０２５年８月４日） 

ＵＲＬ https://www.kddiwu.jp/kwp/activity/45950/ 

 

２）機関誌 

①戦後８０年を迎え～令和の時代だからこそできる戦争との向き合い方～ 

（２０２５年８月４日号） 

ＵＲＬ https://www.kddiwu.jp/kwp/magazinecat/45744/ 

②核兵器のない世界をめざして（２０２５年１２月１日号） 

ＵＲＬ https://www.kddiwu.jp/kwp/magazinecat/47175/ 

③平和について考えよう～千羽鶴を折る理由は～（２０２６年４月２７日号） 

ＵＲＬ https://tunag.jp/m/feeds/24732061 
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広島ピースフォーラム２０２５
参加者向け事前学習会

2025年7月16日
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KDDI労働組合 現地スタッフ＆世話役紹介

中央本部
中央執行委員 窪田 廉

世話役

東日本支部
執行委員 河原 裕樹

現地スタッフ
7



Copyright ©KDDI Workers Union, All rights reserved,

氏名 フリガナ 所属部署名（勤務地） 所属支部

安藤 将 アンドウ マサル KDDI ﾊﾟｰｿﾅﾙ事業本部ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾝｼｭｰ
ﾏ本部事業統括1部経営管理G

本社中央支部

藤田 翔子 フジタ ショウコ
KSF 東日本営業本部 関東第2営業部
営業3G

東日本支部

宇都宮 雄一 ウツノミヤ ユウイチ KDDIｴﾝｼﾞ 建設事業本部建設統括本
部建設事業管理部建設DX推進G

KDDIエンジニアリング支部

参加者自己紹介
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①平和行動の背景 （10分）

②ビデオ視聴（情報労連「平和四行動」の歩み） （35分）

③学習スポットの紹介 （10分）

④行動スケジュール＆事務連絡 （ 5分）

本日のアジェンダ
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✓ 連合（日本最大のナショナルセンター）に加盟する産業別労働組合

✓ 情報通信産業を中心に構成

✓ 主な加盟組合：KDDI労組、NTT労組、通建連合、SBWU ほか

✓ ICTの発展と働く人の権利を守るため活動

✓ 平和運動・政策提言・労働条件改善にも注力

5

日本労働組合総連合会（連合）

情報労連/ICTJ（情報
通信・情報

サービス産業）

【193千人】

UAゼンセン同盟
（繊維･化学･食品・
流通･サービス等）

【1,826千人】

自動車総連

自動車総連/JAW
（自動車メーカー、
自動車関連産業）

【797千人】

電機連合/JEIU
（電機・電子・
情報関連産業）

【570千人】

NTT労働組合ロゴマーク

KDDI労組
【14.3千人】

NTT労組
【146千人】

通建連合
【19千人】

情報労連

47都道府県協議会

47地方連合会

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ労組
【4.5千人】

情報労連とは
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なぜ、情報労連が平和運動に取り組むのか？
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なぜ、情報労連が平和運動に取り組んでいるのか？

✓ 通信と戦争は無縁ではない

✓ 働くこと＝生きることを守るために

✓ 平和でなければ働けない

✓ 見て、感じて、伝えることが大切
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世界では今も紛争が起きている

13



Copyright ©KDDI Workers Union, All rights reserved,

超システム的な紛争（例 NATOとタリバンの争い） 国家間紛争

国際化した国内紛争（例 シリア内戦） 国内紛争

紛争は減っていない、むしろ増えている
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今も、紛争が続く地域（2023年最新）
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紛争による死者数の推移（1989～2023年）
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ウクライナ侵攻

✓ 2022年開始のロシアによる侵
攻が継続中

✓ 民間人および軍人を含め、約21
万人以上が犠牲に（民間人：10
万人超、軍人：10万人超）※

✓ 都市部のインフラ破壊や情報戦
の激化も背景

注：数字は2025年初時点。正確な最新値
ではなく、公的機関の推計を基にしていま
す。
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ガザ・パレスチナ紛争

✓ 2023年以降の戦闘激化

✓ ガザの保健省によると、約
48,000人が死亡。

✓ 英医学誌『ランセット』による推
計では70,000人超の死者と
も言われ、少なくとも59％が
女性・子ども・高齢者
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スーダン内戦

✓ 2023年以降、軍と民兵による
内戦が続行中

✓ 正確な統計は存在しないが、推
定で数万人規模の死者＆数百
万人の難民・避難民が発生
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ミャンマー内戦

✓ 2021年クーデターで軍事政
権が復活

✓ 民主化運動が弾圧される

✓ 若者たちの抗議と亡命、生活の
崩壊
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私たちにできることは何か？

✓ 紛争の現実は、遠い世界の話ではない。

✓ 同じ時代を生きる若者たちが、命をかけて声をあげてい
る。

✓ 私たちは、それを「知らないまま」でいいのか？

✓ 平和は、誰かが守るものではなく、私たち一人ひとりが関
わるもの。
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ビデオ視聴
（情報労連「平和四行動」の歩み）
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学習スポットの紹介
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▼袋町小学校

▼原爆ドーム

▼広島大本営跡

▼広島原爆資料館

戦跡学習先

▼旧日本銀行

▼御幸橋

▼島病院

▼広島陸軍被服支廠
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✓ 元「広島県産業奨励館」

✓ 現存する原爆被害の象徴的建物

✓ ユネスコ世界遺産に1996年登録さ
れた

✓ 補修工事を重ねて当時の姿のまま保
存

1．原爆ドームとは
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✓ 原爆の被害実態を伝える博物館

✓ 1945年の広島原爆投下を中心に展
示

✓ 被爆者の遺品や写真などを展示

✓ 平和の尊さを訴える学習施設

✓ 国内外から多くの来館者が訪れる

2．広島原爆資料館とは
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✓ 原爆爆心地付近の位置

✓ 原爆投下時に大きな被害を受けたが
医師は不在のため被爆の被害を受
けなかった

✓ 現在も病院として存続

3．島病院とは
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✓ 原爆で校舎が大きく被災

✓ 被爆直後は救護所として使用

✓ 現在は平和資料館を併設している

✓ 壁に残された伝言や爆風でゆがんだ
地価の鉄製ドア等被爆校舎の一部が
保存されている

4．袋町小学校とは
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✓ 現存する建物

✓ 爆心地から近いが倒壊を免れた

✓ 被爆２日後から支払業務を開始

5．旧日本銀行とは
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✓ 1885年天皇行幸の際に建て替えら
れられたことにちなみ命名

✓ 戦後に修復され、現在も市民に利用
されている

✓ この橋より爆心地側の被害が特に甚
大

✓ 橋のたもとには被爆の歴史を伝える
説明板がある

✓ 戦地に出発する橋として有名

6．御幸橋（みゆきばし）とは
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✓ 広島城内に設置され、戦前の重要拠
点

✓ 日清戦争時に設置された司令部跡
で明治天皇が広島に滞在し指揮を
執った場所

✓ 周辺には軍事拠点が整備され、日本
の近代戦争史を伝える重要な史跡

✓ 城内に設置された中国軍管区司令
部は原子爆弾の炸裂によって壊滅

✓ 半地下の防空壕から被害の第一報

7．広島大本営跡
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✓ 軍服や付属品などの生産・修理を行
う製造修理工場と倉庫群

✓ 爆心地から約2.7km、原爆で屋根や
鉄扉が破損

✓ 原爆投下後は多くの被爆者の救護所
となった

8．広島陸軍被服支廠（ひろしまりくぐんひふくししょう）とは
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広島で見るもの、聞く声、感じること。

それは、あなた自身の中に残る“記憶”となります。

その記憶を、行動につなげてください。

家族に、同僚に、そして次の世代に、自分の言葉で伝えていくことが、

平和を守り、広げる第一歩になります。

あなたの行動が、次の誰かの学びになることを信じて、

この3日間が、あなたにとって“自分ごとの平和”と出会う時間となる

ことを願っています。

記憶から行動へ
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行動スケジュール
＆

事務連絡
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8/6（水）
時刻 内容

8:00 ワークピア広島集合（各自）

8:15 黙祷（「平和記念式典」へ映像にて参
加） 原爆詩・被爆体験記朗読

9:30 パネル展

10:30 まとめ集会

11:00 閉会（アンケート回収） ＜ 解 散 ＞

8/4（月）
時刻 内容

12:45 広島インテリジェントホテルアネック
スロビー集合

※往復新幹線等は各自で手配、後日
精算となります。

12:50 ワークピア広島へ徒歩で移動・受付

13:30 ピースフォーラム開会

14:10 被爆体験証言・特別講演

17:00 慰霊式会場へバスで移動

17:45 慰霊式（基町・袋町・比治山）

18:15 各宿泊ホテルへバス移動

19:00 KDDI労組参加者での懇親会

8/5（火）
時刻 内容

8:30 各宿泊ホテル出発

9:00 広島平和公園ピースウォーク・平和資
料館見学

11:30 バスでワークピア広島へ移動、昼食休
憩

13:00 被爆建物ウォーク

16:00 連合２０２５ヒロシマ平和集会開会（上
野学園ホール）
連合・原爆死没者慰霊式

19:30 各ホテルへバス移動

※ホテル到着後は自由行動です

行動スケジュール

集合場所調整中
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宿泊先
• 宿泊先は別途ご案内します
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交通費の支給範囲
⚫ 交通費は、自宅最寄り駅を起点として、以下の範囲を支給します。

① 最寄り駅～広島駅往復運賃

上記の交通費は、行動終了後に振込にて支給いたします。
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筆記用具

持ち物

学習会資料（事前送付）

帽子

日焼け止め

常用薬

タオル（汗拭き用）

全国各地の名水等（ペットボトル500ml程度）

※慰霊碑に献水を行うため

貴重品をしまう小さめのバッグ・ショルダー

※貴重品以外の荷物をバスに置いて出ることがあるため

＜履き物について＞

動きやすい運動靴を着用してください。安全確保のた

め、サンダル・ヒール・クロックスの着用は禁止です。

＜服装について＞

平服で構いませんが、派手すぎる服装や過度な肌

の露出はお控えください。平和行動のため、迷彩

柄の衣類や持ち物の使用は禁止です。

服装の注意点

虫除け
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現地での連絡手段
現地での連絡手段にLINEのオープンチャットを使用しますので、

この場で登録をお願いいたします。

※LINEオープンチャットとは、 LINEの友だちになっていなくてもトークルームが利用できる機能です。
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感想文提出
＆動画インタビュー協力のお願い

KDDI労働組合ホームページに掲載するため、感想文（500文字～600文字程

度）の提出をお願いします。

（提出方法や締切については、平和行動終了後に改めてご案内します。）

また、動画インタビューも実施予定ですので、ご協力をお願いいたします。

本取り組みの目的は、より多くの組合員に「戦争」と「平和」について伝えること

です。
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写真・動画撮影について
活動中の写真・動画撮影にご協力ください。

撮影した写真は、KDDI労働組合の参加者とGoogleフォトの共有フォルダで共
有します。どなたでもアクセス可能な設定としますので、皆さんが撮影した写真は
フォルダへアップロードをお願いいたします。

（Googleフォトの利用方法は、開催までに改めてご案内します。）

※撮影した写真・動画は、情報労連およびKDDI労働組合の公式HPやSNSに掲載する場合がありますので、
あらかじめご了承ください。
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第35回 長崎平和フォーラム
参加者向け事前学習会

2025年7月23日
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KDDI労働組合現地スタッフ紹介

KDDI エンジニアリング支部
執行委員勝田慎一
(かつたしんいち)

本社中央支部
執行委員村田唯

(むらたゆい)
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学習スポットの紹介
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「遺構・碑めぐり」学習先①

4

・平和祈念像
・刑務所跡
・長崎の鐘
・平和の泉
・防空壕

45



Copyright ©KDDI Workers Union, All rights reserved,

1945年8月9日の長崎への原子爆弾投下による犠
牲者を慰霊し、世界の恒久平和を祈念して建立さ
れました。

制作者：北村西望（きたむらせいぼう）

建立年：1955年（昭和30年）8月9日

高さ：約10m、台座を含めると約14m

■平和祈念像のポーズに込められた意味

・天を指した右手：原爆の脅威

・水平に伸ばした左手：世界の平和

・横にした右足：原爆直下後の長崎市の静けさ

・立てた左足：救った命

・閉じた目：原爆犠牲者への冥福を祈る気持ち

1.平和祈念像（へいわきねんぞう）
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原爆による犠牲者の慰霊、核兵器の廃絶、世界の恒久平和
を願って建立されました。

鐘を支える4本の柱はそれぞれ、動員学徒、女子挺身隊、徴
用工、一般市民をを表し、鐘はアンゼラスの鐘を模してい
ます。

制作者：鐘自体の鋳造は佐藤鋳工場（長崎市）が担当

建立年：1967年（昭和42年）8月7日

高さ：約4m

■「長崎の鐘」の由来

長崎医科大学（現長崎大学医学部）附属病院の鐘が、原爆
投下後も焼け残り、被災者や遺族を慰めたことに由来

2.長崎の鐘（ながさきのかね）
動員学徒・女子挺身隊・徴用工・一般市民・原爆殉難碑
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「平和の泉」は、1945年8月9日に長崎に投下された原
子爆弾によって亡くなった多くの人々、とくに

「水を求めながら亡くなった犠牲者」を慰霊し、世界
の恒久平和を祈念するために建立されました。

泉の中央には「鳩」が羽ばたくデザインの噴水が設置
され、泉の縁には、被爆当時、水を求めて亡くなった
少女の手記の一部が刻まれています。

建立年：1969年（昭和44年）8月8日

直径：18m

3.平和の泉（へいわのいずみ）
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「遺構・碑めぐり」学習先②

8

・電通慰霊碑
・平和を祈る子
・被爆地層
・天主堂遺壁
・中心碑

原子爆弾落下
中心地碑
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電通慰霊碑は、1945年8月9日の長崎への原爆投下で命
を失った電気通信労働者たちを祀るために、1975年に
建立されました。

慰霊碑の台座は3つの面で構成されており、核廃絶と平
和を希望する市民、電気通信労働者、未来のために手
を取り合うすべての人々が象徴されています。

4.電通慰霊碑（でんつういれいひ）

50



Copyright ©KDDI Workers Union, All rights reserved,

長崎市に投下された原子爆弾『ファットマン』によっ
て、周辺の地形や地層が大きく変わりました。この爆
撃によって、多くの建物が破壊され、放射線や熱線に
より無数の死傷者が出ました。現在でも、この地域に
は原爆による被害の痕跡が残されています。

破壊された建物の残骸や焼けた土、溶けたガラスなど
が含まれている地層が資料として保存されています。

5.被爆地層（ひばくちそう）
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原子爆弾が投下された中心地で15万人もの人々の命が
奪われました。原爆により命を落とした人々の名前が
遺されており、毎年多くの人々がここで黙とうをささ
げています。

碑の周りには円が広がるデザインがされており、原爆
がここから中心に広がっていく様を表しています。

6.原子爆弾落下中心地碑
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２．被災地支援の取り組み 

（１）能登半島地震への対応 

 １）第３０回定期全国大会翌日に、ＮＰＯ法人おらっちゃ七尾や七尾商工会議所青年部などと連携し、

七尾市石崎地区において定期全国大会参加者およびＫＤＤＩ北陸総支社メンバーを含む総勢約１３

０名にてボランティア活動を実施しました。（２０２５年７月５日） 

ＵＲＬ https://www.kddiwu.jp/kwp/magazinecat/45503/ 

２）情報労連「愛の基金」助成金贈呈式にあわせてＮＰＯ法人おらっちゃ七尾が実施する被災地ボラ

ンティアに参加し、被災家屋の家財整理や搬出作業を実施しました。（２０２５年１２月７日） 

  ＵＲＬ https://tunag.jp/m/feeds/21954448 

３）ボランティア支援金制度を活用した有志でのボランティア活動参加を組合員へ募集し、公費解体

を控えた建物の家財整理や搬出作業を行う活動に６名が参加しました。（２０２６年５月１６日） 

ＵＲＬ https://tunag.jp/m/feeds/25215706 

（２）ボランティア支援金制度の取り組み 

２０２５年度は、能登半島地震に対するボランティア参加の報告があり、のべ１１名の組合員に対

して８５，０００円の支援を行った。 

（３）自然災害に対する支援の取り組み 

地震や台風、豪雨など自然災害の被害に遭った組合員に対して、被害状況の確認は行ったが、支援

実績はなかった。 
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３．防災・減災の取り組み 

（１）防災・減災セミナーの開催（※詳細は支部代表者会議資料参照） 

組合員一人ひとりが災害への備えについて考え、防災・減災に対する意識を高めること

を目的に、「防災・減災セミナー～みんなで学んで体験しよう！災害への備え～」を開催

した。 

１）日時 

第１回 ２０２５年１０月１５日（水）１０：００～１１：３０ 

第２回 ２０２５年１１月 １日（土）１０：００～１１：３０ 

第３回 ２０２６年 ４月１５日（水）１８：３０～２０：００ 

 

２）参加状況 

 第１回：２５組／２７名 

 第２回：３６組／５０名 

 第３回：２３組／３３名 

 

３）内容 

・主催者代表あいさつ 

・防災・減災学習について 

・グループワーク① 防災の備えをみんなで確認しよう！ 

・グループワーク② 災害用伝言ダイヤルを体験しよう！ 

   

（２）防災・減災学習ツアー（※詳細は支部代表者会議資料参照） 

体験型の活動を通じて災害の脅威や復興の歩みを学び、防災・減災への意識向上と日常生活

における災害への備えにつなげることを目的に、防災・減災学習ツアーを実施した。 

１）日時 

２０２６年１月２４日（土）～２５日（日） 

 

２）参加状況 

２０名 

 

３）場所 

兵庫県神戸市・淡路市 

 

４）内容 

・人と防災未来センター 

 －「１．１７シアター」による震災体験 

 －震災の記録・復興への歩みの見学 

 －防災・減災体験学習 
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・北淡路震災記念公園 

 －野島断層（実物断層）見学 

 －メモリアルハウス見学 

 －震災体験館での地震体験 

 －語り部講話 

 

・神戸港震災メモリアルパーク 

 －被災岸壁見学 

 －震災の記憶と復旧・復興の歩み学習 
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防災・減災の取り組み 

関連資料 
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防災･減災セミナー
KDDI労働組合

2025年1１月1日(土) 
10:00~11:30
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防災･減災セミナー
KDDI労働組合

10:00から開始します。しばらくお待ちください。・ログイン名は「グループ_氏名」に変更してくださ
い。
►自分の名前にカーソルを合わせる
►「詳細」ボタンが現れるのでクリック
►「名前の変更」が表示されるのでクリック
►任意の名前「グループ_氏名」に変更
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10:00~10:05

プ
ロ
グ
ラ
ム

挨拶

10:05~10:10 アイスブレイク 防災・減災 〇× クイズ

10:10~10:20 防災･減災の備えの必要性

10:20~10:50 グループワーク①＆発表

10:50~11:20 グループワーク②＆発表

11:25~ 事務連絡
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KDDI労働組合 中央本部
中央執行委員長

浦 早苗
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防災･減災クイズ防災･減災クイズ
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地震のときは机の下に潜ったら
必ず頭を守るのが正解である

第１問

or
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地震のときは机の下に潜ったら
必ず頭を守るのが正解である

第１問

揺れによる落下物から頭を守るのが第一。
机の脚を持って支えることで、机が動いても一

緒に動ける。
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非常食の乾パンや缶詰は、
一般的に10年以上保存できる

第２問

or

64



非常食の乾パンや缶詰は、
一般的に10年以上保存できる

第２問

缶詰や乾パンは一般的に3～5年程度。
最近は7年保存可能なレトルトもあるが10年以

上はほぼない。
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避難所ではペットも
同じスペースで一緒に避難できる

第３問

or
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避難所ではペットも
同じスペースで一緒に避難できる

第３問

多くの自治体では「人と動物のスペースは分
離」が基本。衛生・アレルギー・騒音の観点か

ら別スペースになる。
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大雨のときはマンホールのふたを開ける
と『水が一気に流れ込み安全になる』。

第４問

or
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大雨のときはマンホールのふたを開ける
と『水が一気に流れ込み安全になる』。

第４問

正解は×！大雨のときのマンホールを開けると
地下から水があふれ、吸い込まれる危険がある。
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携帯電話の『171』は
災害時に安否を確認できる番号である。

第５問

or
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携帯電話の『171』は
災害時に安否を確認できる番号である。

第５問

災害時に自分や家族の安否を録音・再生できる。
体験利用日（毎月1日・15日）もある。

本日も体験します！
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防災･減災の備えの必要性防災･減災の備えの必要性
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【日本は世界有数の災害多発国】
●地震､津波､台風､豪雨､土砂災害など様々
な自然災害が頻発している。

●災害統計によると、発生件数は「台風」
が57.1%と最も多く、被害額では「地震」が
8割超を占める。

●気候変動の影響により、降雨量・流量の
増加が予測され、水害の更なる頻発・激甚
化が懸念されている。

世界の災害リスク指数
（2025年版）

1時間降水量50mm以上の大雨
（2015-2025)

17位 334回/ 193カ国中 / 年間平均

日本の災害リスク現状日本の災害リスク現状
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地震・津波

東日本大震災（2011年）
M9.0 / 死者・行方不明者 2万2300人

津波高最大40m / 原発事故併発

熊本地震（2016年）
最大震度7 / 2度の大地震

家屋全半壊4万3000棟以上

西日本豪雨（2018年）
死者・行方不明者 245人

浸水被害5万4000棟以上

地震 豪雨

近年の災害は「激甚化」「頻発化」「広域化」する傾向にあり、いつ、どこで被災しても
おかしくない状況です。過去の災害から学び、日常から備えることが大切です。

過去の災害実例過去の災害実例
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【通信規制】
東北被災地域向けの通話が最大95%規制され、
ほぼ不通状態に

災害時の通信インフラへの影響災害時の通信インフラへの影響
東日本大震災（2011年）通信インフラ被害状況

固定電話被災回線 携帯電話基地局停止

190万回線 2.9万局

被災地向け通信規制率

最大95%

【災害時に有効だった通信手段】
データ通信：通話と比較するとつながる
公衆電話 ：災害時優先で通信規制の対象外 
災害用伝言サービス：安否確認に活用
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災害への備えをみんなで確認しよう！
（２５分）

グループワーク.１

※ワーク終了後、代表グループに発表してもらいます。発表者を決めておいて下
さい。

※発表者はみんなの発言をメモしておいてください。
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１_自己紹介（10分） （1分程度/人）
►名前･部署名･普段災害に備えているものは？

２_防災リュックの中身の紹介（5分）

３_考えよう！「避難生活に必要なものは？」（10分）

グループワーク.１
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防
災
リ
ュ
ッ
ク

⑯ブルーシート
⑰携帯スリッパ
⑱絆創膏
⑲ボールペン
⑳防災マニュアル

①リュック本体（色はランダ
ム）
②2WAYライト
③単3電池4パック（10年保
存）
④マジックライスミニ×３
⑤10年保存水×3
⑥簡易トイレ×３
⑦流せるペーパー
⑧防災ウェットティッシュ
⑨給水バッグ ５L
⑩アルミホイッスル
⑪耐切創手袋
⑫静穏アルミシート
⑬レインポンチョ
⑭個包装マスク×３
⑮歯ブラシセット×３

78



「
避
難
生
活
に
必
要
な
も
の
は
？
」

・あなたは、必要な物を持って、
これから避難所へ移動しなければなりません。

・避難所（小学校／中学校の体育館）で
数日間生活するには、何が必要となります

か？
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＜メモ＞

・

80



グループワーク１終了
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【グループワーク発表】
みんなで考えよう！

「避難生活に必要なものは？」
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【災害の「備え」チェックリスト】

各家庭で必要な「備え」を考えて
チェックリストに追加しよう！

不足している物は確認し、必要であれば補充、収納しておこう。

家で避難生活する場合もあれば、避難所で生活することもあります。

防災リュックに収納しておいた方が良いもの。
入れておかなくても良いもの。
状況を想定して必要なものを考えてみよう。

※不足している物はこの機会に購入して、備えておきましょう！
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災害用伝言ダイヤルを体験しよう！
（２５分）

グループワーク.２

※ワーク終了後、代表グループに感想を発表してもらいます。
発表者を決めておいて下さい。
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１_災害用伝言ダイヤルに録音してみよう！（１０分）

２_災害用伝言ダイヤルを再生してみよう！（１０分）

３_災害用伝言WEBも活用しよう！（５分）

グループワーク.2
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災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

171へ伝言を録音してみよう！

伝言の登録（録音）方法
①１７１へダイヤル
②「１（録音）」をダイヤル
③伝言を録音する電話番号をダイヤル
④伝言の録音

 ※「自分の名前」「安否状況」「伝えたいこと」を録音
 例「組合太郎です。私は無事です。ＫＤＤＩ小学校に避難しています。落ち着いた

ら連絡します」

今日使用する電話番号
０８０－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ
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災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

伝言の確認（再生）方法
①１７１へダイヤル
②「２（再生）」をダイヤル
③伝言を再生する電話番号をダイヤル
④伝言の再生

 ※伝言がない場合
「お預かりしている伝言はありません」

今日使用する電話番号
０８０－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ

171の伝言を再生してみよう！
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災
害
伝
言
Ｗ
Ｅ
Ｂ
登
録

ウェブ版
の使い方
の紹介！
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災
害
伝
言
Ｗ
Ｅ
Ｂ
確
認

ウェブ版
の使い方
の紹介！
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グループワーク２終了

90



ア
ン
ケ
ー
ト

https://forms.office.com
/Pages/ResponsePage.a
spx?id=GWf584HuEU6X5
CLzSy-
lk1yVLL7wHBdAq0Vyz7j
yF3hUQlU5RllQNE9STDF
BVlpKOEVMQVJSVjhJMi
4u
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終了
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災害用に備蓄する水は
1人あたり1日3リットルが目安である。

第６問

or
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災害用に備蓄する水は
1人あたり1日3リットルが目安である。

第６問

飲料用1.5ℓ＋調理・洗浄用1.5ℓが目安。
最低3日、できれば1週間分を備蓄すると安心。
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災害時に停電しても、非常時には自動販
売機から飲料を取り出せることがある。

第７問

or
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災害時に停電しても、非常時には自動販
売機から飲料を取り出せることがある。

第７問

災害時支援型自販機は
 非常電源で稼働し、
 非常時に飲料を提供
 できる。
※鍵は自販機の担当者が保管
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地震が起きたとき、エレベーターに乗ってい
たら全ての階のボタンを押すのが正解である。

第８問

or
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地震が起きたとき、エレベーターに乗ってい
たら全ての階のボタンを押すのが正解である。

第８問

どこかで早く止まれる可能性が高まり、
閉じ込め防止になる。
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非常食の『アルファ化米』は、
冷たい水でも作ることができる。

第９問

or
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非常食の『アルファ化米』は、
冷たい水でも作ることができる。

第９問

冷水60分で食べられる。
災害時に火や湯が使えないときに役立つ。
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災害時、どの家の中でも
最も安全とされるのはトイレである。

第10問

or
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災害時、どの家の中でも
最も安全とされるのはトイレである。

第10問

一概に安全とは言えない！トイレが家の角にあ
るなど構造的に強い場所の場合は比較的安全。
柱と柱の間、耐力壁の近くが最も高耐久。
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日本で『津波注意報』が発表される
高さの目安は50cm以上の津波である。

第11問

or
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日本で『津波注意報』が発表される
高さの目安は50cm以上の津波である。

第11問

正解は20cm以上！
人が転倒・流される危険があるため。
50cmだと車を流す危険もあります。
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非常持ち出し袋に入れる乾電池は、アルカリ
電池よりマンガン電池のほうが向いている。

第12問

or
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非常持ち出し袋に入れる乾電池は、アルカリ
電池よりマンガン電池のほうが向いている。

第12問

正解はマンガン電池！懐中電灯を必要な時だけ
使うなど小刻み使用に強い！

実はリモコンもマンガンの方がよい。
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災害時に役立つ『カセットボンベ1本』で
約60分ガスコンロを使える。

第13問

or
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災害時に役立つ『カセットボンベ1本』で
約60分ガスコンロを使える。

第13問

標準火力で約60分連続使用可能！
1日1本×人数×日数が備蓄目安。
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東日本大震災で、津波からの避難に成功した人の
多くは『揺れを感じてすぐ避難した』人だった。

第14問

or
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東日本大震災で、津波からの避難に成功した人の
多くは『揺れを感じてすぐ避難した』人だった。

第14問

揺れを感じて即避難した人ほど助かっている！
津波の危険性のある地域の場合は覚えておきま

しょう。
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富士山が噴火した場合、火山灰は東京まで届く。

第15問

or
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富士山が噴火した場合、火山灰は東京まで届く。

第15問

正解は〇！風向き次第では東京23区にも
数cm積もる可能性あり。
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□ 家族の連絡網 

□ ハザードマップ／避難所マップ 

□ 水 

□ 食品 

□ 防災用ヘルメット・防災ずきん 

□ 衣類・下着 

□ 紐なしのズック靴・サンダル 

□ 懐中電灯（※手動式が便利） 

□ 携帯ラジオ（※手動式が便利） 

□ 予備電池・携帯充電器 

□ マッチ・ろうそく 

□ 救急用品 

（ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬など） 

□ 使い捨てカイロ 

□ アルミシート 

□ ブランケット 

□ 軍手 

□ 洗面用具 

□ 歯ブラシ・歯磨き粉 

□ タオル 

□ お皿・コップ・お箸など 

□ ペン・ノート 

□ 携帯トイレ 

□ ゴミ袋 

■■■■感染対策にも有効です！！■■■■ 

□ マスク 

□ 手指消毒用アルコール 

□ 石けん・ハンドソープ 

□ ウェットティッシュ 

□ 体温計 

■■■■■一緒に持ち出そう！！■■■■■ 

□ 貴重品（通帳、現金、パスポート、免許証、病院の診

察券、マイナンバーカードなど） 

 
 
 

□ ミルク（キューブタイプ） 

□ 使い捨て哺乳瓶 

□ 離乳食 

□ 携帯カトラリー 

□ 子供用紙オムツ 

□ お尻ふき 

□ 携帯用お尻洗浄機 

□ ネックライト 

□ 抱っこ紐 

□ 子供の靴 

 

 

  

□ 生理用品 

□ おりものシート 

□ サニタリーショーツ 

□ 中身の見えないごみ袋 

□ 防犯ブザー 

 
 

  

□ 大人用紙パンツ 

□ 杖 

□ 補聴器 

□ 入れ歯 

□ 入れ歯用洗浄剤 

□ 男性用吸水パッド 

□ デリケートゾーンの洗浄剤 

□ 持病の薬 

□ お薬手帳のコピー 

 

 

□ 食料や水（最低３日分！できれば１週間分）×家族分 

保存期間の長いものを多めに買っておき、消費したら補充するという習慣にしていれば、常に備蓄が可能！ 

□ 生活用品 

 

備蓄品 

家に備えておくもの！ 

子供がいる家庭の備え 

女性の備え 

高齢者がいる家庭の備え 

非常持ち出し袋 避難の際に持ち出すもの！ 

災害の「備え」チェックリスト 
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４．政策・制度実現に向けた取り組み 

（１）政治啓発の取り組み 

１） 政治学習会   ※「Ⅳ．参考資料 支部代表者会議」参照 

労働組合役員として政治の重要性を理解すること、労働組合役員の経験を持つ議員から、役員目

線での政治との関わり方を学ぶことを目的に、政治学習会を実施した。 

日 時 ：２０２５年１１月１９日（水）１８：３０～１９：３０ 

開催方法：ＷＥＢ開催 

参加対象：支部執行委員、中央本部 

講 師 ：浅野哲衆議院議員（国民民主党） 

内 容 ：浅野議員が労働組合役員を経て政治家を目指したきっかけや、労働組合と政治の関

わり等を共有し、労働組合役員としての行動の必要を解説された。 

参 加 者：計６０名 

２） 機関誌による啓発（議員だより） 

組織内議員の取り組みを周知し、政治についての意識醸成を図るため、機関誌に「議員だより」

のコーナーを設け、組織内議員からの寄稿を掲載した。 

①内 容：所属する委員会や国会活動における直近の活動状況 

主たる政策の国会での取り組み進捗状況 

直面する政治課題と議員自身の考え等 

②掲載号：２０２５年 ９月号：吉川 さおり 参議院議員 

２０２５年１０月号：石橋 みちひろ 参議院議員 

２０２５年１１月号：岡本 あき子 衆議院議員 

２０２５年１２月号：たじま 要 衆議院議員 

２０２６年 ４月号：石橋 みちひろ 参議院議員 

２０２６年 ５月号：たじま 要 衆議院議員 

（２）政治に触れ合う機会の提供 

１） 国会議事堂見学および意見交換会  ※「Ⅳ．参考資料 支部代表者会議」参照 

組合員の政治参画意識の向上や政策活動の必要性について理解浸透を図るとともに、組織内議員

とその活動を身近に感じる機会とすること、また政治に対する疑問や意見を組織内議員へ共有し、

国政活動に反映させることを目的に、以下の概要にて国会議事堂見学ツアーおよび組織内議員との

意見交換会を実施した。 

日 時：第１回 ２０２６年３月２７日（金） １０：３０～１３：３０ 

第２回 ２０２６年４月 ４日（土） １３：００～１５：３０ 

場 所：国会議事堂、議院議員会館（第１回）、外部貸会議室（第２回） 

登壇者：たじま 要 衆議院議員 

内 容：①国会議事堂内（衆議院本会議場・御休所・中央広間等）のコース見学 

②組織内議員の活動紹介、質疑 

対 象：組合員とその家族 

備 考：遠方参加者に対し、新幹線利用者および飛行機利用者のチケット代を１家族あたり
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２名分まで組織負担とする施策を実施 

参加者：第 1回 ９組 １７名 

第２回１０組 １７名 

（３）政策・制度実現に向けた取り組み 

政策・制度実現に向けた取り組みのための資金として、以下のとおり資金拠出の取り組みを行った。 

対  象  者：２０２５年１２月の年末賞与支給日時点における組合員 

※ただし、①非組合員扱い、②休職者、③年末賞与不支給者（料金アドバイザ

ーなど、賞与支給のない契約社員を含む）、④２０２５年１１月期および１

２月期加入承認の組合員（事前告知が不可のため）は対象外とした 

拠  出  額：組合員一人当たり、３００円  ※前年度３００円 

拠 出 方 法：年末賞与よりチェックオフ（年末賞与支給日に天引き） 

不賛同申請期間：２０２５年１０月１４日（火）～１１月６日（木） 

不賛同申請方法：労組ＨＰ内に設置した「不賛同申請フォーム」からの申請 

拠 出 者 数：   １０，１５２名  ※前年度    １０，３４８名 

集 約 金 額：３，０３２，４００円  ※前年度 ３，１０４，４００円  

不 賛 同 者 数：      ８２７名  ※前年度       ８１５名 

※「Ⅳ．参考資料 支部代表者会議」参照 

（４）第５１回衆議院議員総選挙への対応 

１）投票啓発の取り組み 

第５１回衆議院議員総選挙への対応として、組織内議員が立候補する「中道改革連合」の認知度

向上ならびに投票行動の促進に向けた情報発信を以下のとおり行った。 

① そうだ、投票に行こう！ ～今週末は期日前投票もいいね編～ （１月３０日） 

ＵＲＬ：https://tunag.jp/m/applies/34129210 

② そうだ、投票に行こう！ ～第５１回衆議院選挙、情報労連の推薦候補をチェックしよう編～ 

（２月 ３日） 

ＵＲＬ：https://tunag.jp/m/applies/34299402 

③ そうだ、投票に行こう！ ～センキョ割活用編 （２月 ６日） 

ＵＲＬ：https://tunag.jp/m/applies/34357600 

２） 第５１回衆議院議員総選挙に対するアンケート 

４月７日から４月２４日にかけて、第５１回衆議院議員総選挙に対するアンケート（情報労連主

催）を実施した。組合員に対して、号外メルマガを中心に呼び掛けを行うとともに、支部執行委

員・職場委員からの直接的な呼び掛けにより、８５５名の組合員が回答した。 
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第６回政治啓発推進連絡会－議題 

２０２６年４月２３日 

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 労 働 組 合 

中 央 本 部 

 

国会議事堂見学および組織内議員意見交換会総括 

 働く者の立場に立った政策の実現に向けた取り組みの一環として実施した、国会議事堂見学および組

織内議員意見交換会について、以下のとおり総括する。 

１．目的 

（１）組合員に政治が自分たちの暮らしに直結していること、また組織内議員やその活動について身近

に感じてもらう。 

（２）組合員が政治に対して抱えている疑問や意見を組織内議員へ共有し、国政活動に反映させる。 

２．概要 

（１）開催日時 

第１回 ２０２６年３月２７日（金） １０：３０～１３：３０ 

第２回 ２０２６年４月 ４日（土） １３：００～１５：３０ 

（２）開催場所 

第１回：国会議事堂、議員会館会議室 

第２回：国会議事堂、外部貸会議室（レンタルスペースＬｉＬｅａＳ） 

（３）応募期間 

   ２月１２日（木）～２月２４日（火） 

（４）当日のスケジュール 

【第１回】 

１０：００       集合、出欠確認（衆議院議員会館１階ロビー） 

    １０：１５       参観窓口へ移動 

    １０：３０～１１：３０ 国会議事堂見学 

    １１：３０～１２：３０ 国会議事堂内の議員食堂にて食事後、衆議院議員会館へ移動 

    １２：３０～１３：１５ 組織内議員（たじま議員）との意見交換会 

１３：１５～１３：３０ アンケート記入後解散 

   【第２回】 

１２：４５       集合、出欠確認（衆議院第一別館（衆議員面会受付所）１階ロビー） 

    １３：００～１４：００ 国会議事堂見学 

    １４：００～１４：３０ 会議室へ移動・休憩 ※茶菓子としてケーキ提供 

    １４：３０～１５：１５ 組織内議員（たじま議員）との意見交換会 

１５：１５～１５：３０ アンケート記入後解散 
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（４）参加者 

３．総括 

学生の家族が春休み中であることを踏まえ、３月下旬～４月上旬で開催することとし、実施曜日も

２０２４年度に引き続き平日（金曜日）と休日（土曜日）の２日間設定した。２月の解散総選挙によ

り組織内議員の構成が変更となり対応いただく組織内議員に一部変更があった（両日ともにたじま事

務所へ依頼）が、大きな問題はなく開催することができた。 

参加者について、当初「地域参加枠」を全体参加者数の４割程度（各回７名）としていたが、３月

２７日（金）の関東圏の応募者数が６割に満たなかったことから、３月２７日（金）に限り「地域参

加枠」を６割程度まで引き上げた。組合員割合等を踏まえて「地域参加枠」を全体参加者数の４割程

度としているが、関東圏の応募数が少なかった要因は「開催日時が年度末であったこと」「応募期間

が土日祝を除く稼働日８日間であったこと」などが想定されることから、次年度以降継続開催する際

には、今年度の課題も踏まえ開催時期や応募期間等を検討する必要がある。 

国会見学について、組合員アンケートにて“とても満足８７．５％”“やや満足１２．５％”と全

員が満足と回答しており、一番印象に残ったこととして「国会議事堂見学」と記述した組合員が回答

数の１／３程度であった。また、国会見学には両日とも議員秘書の引率で実施したことで、通常の観

覧では見ることのできない場所も観覧（３月２７日（金））することができ、組合員からも「普段見

られない貴重な経験ができた」「国会議事堂見学で歴史の話も含めて案内してくれたのが良かった」

など好評な意見が寄せられている。 

次に組織内議員（たじま 要衆議院議員）との意見交換会についても、組合員アンケートにて“と

ても満足８７．５％”“やや満足１２．５％”と全員が満足と回答しており、組合員から「なかなか

聞けないお話をお伺いできて、政治についても理解を深めることができた」「色んな課題に真摯に向

き合っていることをあらためて認識した。」「どういう思いで政治に携わられているかなどをお聞きで

きて大変貴重な経験となった」「意見交換会が思いのほか内容が濃かったように思えた。特に学生の

方にも真剣に回答していただいたことはとても良かった。少し時間が短く感じた」など、多くの肯定

意見が寄せられたことから、組合員およびその家族の政治に対する興味・関心を高めることができた

と考える。 

また、「参加理由」の自由記述では、子どもへの教育的効果を期待した参加が多く、「印象に残った

こと」の自由記述では、「実際に子どもが質問を行うなど主体的な行動変化も見られた」との回答も

あり、今回の国会見学およびたじま議員との意見交換会の重要な成果であったと考える。 

加えて、応募時に収集した政治に対する意見・質問は当日の意見交換会の際にたじま議員との直接

コミュニケーションにて解消し、実施後アンケートにおいて記載された追加意見等についても議員事

務所へ送付し共有を行ったことで、組合員とその家族の政治に対する意見を国政へ届けるための足掛

かりとできたと考える。 

以 上 

  

参加者 ３月２７日 ４月４日 合計 

関東圏  ７（うち家族４） １０（うち家族４） １７（うち家族 ８） 

地方 １０（うち家族４）  ７（うち家族２） １７（うち家族 ６） 

計 １７（うち家族８） １７（うち家族６） ３４（うち家族１４） 

関東圏 ４１．２％ ５８．８％ ５０．０％ 

地方 ５８．８％ ４１．２％ ５０．０％ 
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《参考》 

組合員アンケート結果 

 回答数：３月２７日（金）：１２件、４月４日（土）：１２件  合計２４件 

 

■年齢 
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■応募理由（自由記述） 

⚫ 国会議事堂を見てみたかった                        ※他８件 

⚫ 子供の政治への関心を高めたかった                     ※他７件 

⚫ 情報労連に所属する議員の声を直接聞ける機会が貴重だと感じた 

⚫ たじま要議員の政策内容にいてあらためて再認識したかった 

⚫ 衆議院議員選挙関連のお話しを聞きたかった 

⚫ 地元以外の議員の意見が聞けると考えた 

⚫ 面白そうだった 

 

■一番印象に残ったこと（自由記述） 

⚫ 意見交換会 

➢ 政治活動の信念について語ってくれたこと                 ※他１件 

➢ なかなか聞けない話が聞けて、政治についても理解を深めることができたこと ※他１件 

➢ 政治に真剣に向き合っているかが感じられたこと              ※他１件 

➢ 子どもや学生が自主的に質問していたこと                 ※他１件 

➢ どういう思いで政治に携わられているかなどが聞けたこと 

➢ 教育についての話 
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⚫ 議事堂見学 

➢ 初めて見学したこと                           ※他２件 

➢ 普段見られない場所が見られたこと                    ※他１件 

➢ 建設には莫大なお金がかかっていること 

➢ 歴史の話も含めて案内してくれたこと 

➢ 議場が思っていたよりは小さく感じたこと 

 

■意見や要望等 

⚫ 現役議員さんと子どもとの対話の場を多く設けて欲しい 

⚫ 意見交換の場が分かりやすく、とても良かった 

⚫ 政策内容を理解できた 

⚫ 有権者の一票の大切さは良く分かった 

⚫ 政治に関して今後新たな視点で見ていきたい 

⚫ 未来を担う子供が活躍できる世の中にしてほしい 

⚫ 気軽な気持ちで参加したが、様々な場所での見学やたじま議員の話など、子どもにとっても自分

にとっても良い経験となった 

⚫ 今後もぜひ開催してほしい 

⚫ また参加したい 

以 上 
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　　　　 ネット The Union《号外》 2026年4月7日（火）
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　　　　　　 どのような政策に興味を持ちましたか？

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　2月8日（日）に投開票のあった第51回衆議院議員総選挙から2か月
が経過しました。

　選挙期間において、ニュースや街頭等でさまざまな政策や取り組み
に関する発信を目にする機会がありましたが、皆さんはどのようなテ
ーマに関心を持たれましたか。

　今後の活動の参考とするため、皆さんの関心ごとや感じていること
について、ぜひ教えてください。

　■接続先URL：https://req.qubo.jp/ICTJ_2231/form/zrbttbJT
　■設問数　 ：8問程度
　■所要時間 ：2～3分程度
　■回答期限 ：4月24日（金）

　2～3分で終わりますので、以下URLに接続し回答の協力をお願いし
ます。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
発行　KDDI労働組合
　　　〒108-8618
　　　東京都港区高輪2丁目21番1号　THE LINKPILLAR 1 NORTH 17F
　　　TEL : 03-5931-4477 FAX : 03-5447-0477
　　　【E-Mail】 　info-union@kddiwu.jp
　　　【TUNAG】 　 https://tunag.jp/users/sign_in
　　　【Web Site】 https://www.kddiwu.jp/
　　　【facebook】 https://www.facebook.com/KDDIWU
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　　　　 ネット The Union《号外》 2026年4月24日（金）
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　　　　　　　 あなたの想い、聞かせてください！

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　先日国会議事堂見学および組織内議員との意見交換会について報告
しましたが、見てもらえましたか？

　組織内議員であるたじま要衆議院議員との意見交換会では、参加者
から「普段聞けない話を通じて政治への理解が深まった」、「一票の
大切さを実感した」などの声が多く寄せられ、政治が私たちの働き方
や暮らしに直結していることをあらためて感じる機会となりました。

　こうした取り組みを通じて寄せられた組合員の声や想いを、今後の
政策実現や組織内議員の活動にしっかりと反映していくことが重要で
す。
　KDDI労働組合では、今後の活動の参考とするため、アンケートを実
施しています。
　※2～3分で終わる簡単なアンケートです。

　■2月8日の第51回衆議院議員選挙に関するアンケート
　　https://req.qubo.jp/ICTJ_2231/form/zrbttbJT
　　※4月24日（金）まで

　本アンケートは、皆さん一人ひとりの声を政治へ届けるための大切
な取り組みです。まだ回答されていない方は、ぜひこの機会に協力を
お願いします。
　※選挙へ行った方も行かなかった方も回答できます。

　皆さんの率直な意見が、今後の活動の大きな力となります。
　引き続きの理解・協力をよろしくお願いします。

　国会見学ツアーおよび組織内議員との意見交換会の様子は写真等も
交えてTUNAGへ投稿していますので、まだ確認していない方は是非以
下URLより確認してください。
　●URL：https://tunag.jp/m/feeds/24437456

　●KDDI労組 TUNAG For UNION
　　URL：https://tunag.jp/users/sign_in
　　ID ：tunag2498-036559
　　PW ：ご自身で設定したPWを利用してください。
　　※初期PW変更済みの方は、任意PWでログイン
　　※PWの初期化は以下からお問い合わせください。
　　　https://www.kddiwu.jp/kwp/contact/

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
発行　KDDI労働組合
　　　〒108-8618
　　　東京都港区高輪2丁目21番1号　THE LINKPILLAR 1 NORTH 17F
　　　TEL : 03-5931-4477 FAX : 03-5447-0477
　　　【E-Mail】　 info-union@kddiwu.jp
　　　【TUNAG】　　https://tunag.jp/users/sign_in
　　　【Web Site】 https://www.kddiwu.jp/
　　　【facebook】 https://www.facebook.com/KDDIWU
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

141



５．社会貢献活動 

（１）フィリピン・パヤタスの貧困地区への支援  

１）就学支援プログラム 

ＫＤＤＩ労働組合として、フィリピン・パヤタス地区の貧困層の子ども８４名に対し、スポンサ

ー（里親）支援を実施した。支援にあたり、組合員からスポンサーを募集し、２，２９５，０００

円の支援応募を受け付けた。 

＜募集内容＞ 

期  間：４月１日（水）～５月１８日（月） 

募集金額：３,０５０,０００円（８４名分） 

支援金額：①フルサポーター：３５,０００円/人 

②一口サポーター：１０,０００円/口 

※組み合わせ自由、複数エントリー可 

スポンサー期間：１年間（２０２６年６月から２０２７年５月まで） 

＜結  果＞ 

支援金額 ：２，２９５，０００円 

組織負担額：  ７５５，０００円 

＜支 援 額＞ 

支援額（米ドル）：１９，０５０米ドル（３，０５１，６１９円） 

※為替の影響による不足分は組織負担 

 

２）情報宣伝を活用した現地状況の紹介 

現地状況をホームページの活動報告に掲載した。 ※（）は発信日 

 

① 「パヤタスの子どもたちからクリスマスの便りが届きました！（２０２５年１２月２５日） 

ＵＲＬ https://tunag.jp/m/feeds/22291240 

② 「２０２６年パヤタス就学支援プログラム」スポンサー（里親）の募集について（２０２５

年４月１日） 

ＵＲＬ https://tunag.jp/m/feeds/24121616 

③ 【パヤタス就学支援プログラム】レミーおばさんへインタビューを行いました－ｐａｒｔ１

－（２０２５年４月 ８日） 

ＵＲＬ https://tunag.jp/m/feeds/24280465 

④ 【パヤタス就学支援プログラム】レミーおばさんへインタビューを行いました－ｐａｒｔ２

－（２０２６年４月１５日） 

ＵＲＬ https://tunag.jp/m/feeds/24436573 

⑤ パヤタス就学支援プログラムの取り組みについて（２０２６年４月２０日） 

ＵＲＬ https://tunag.jp/m/feeds/24560829 
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（２）ネイチャーポジティブの取り組み 

 １）環境学習ツアー 

気候変動や環境汚染の実態把握および環境保全への取り組みを学習、体験し、ネイチャーポジテ

ィブに関する意識の啓発を目的に「環境学習ツアー」を開催した。※内容は組織部長会議資料参照 

①日 時：２０２５年１０月２５日（土）～２６日（日） 

②参加者：２１名（参加者１７名、事務局４名） 

③場 所：山の農園（福島県郡山市逢瀬町多田野字大将旗２） 

④内 容：植生観察（高篠山森林公園） 

ＳＤＧｓカードゲーム 

郷土食づくり 

ワークショップ「気候変動から考える未来」 

 

  ２）情報宣伝を活用した啓発 

ＷＥＢ機関誌、ＴＵＮＡＧ機関誌にネイチャーポジティブをテーマにした記事の掲載を行った。 

 

【ＷＥＢ機関誌】 

① ネイチャーポジティブの取り組み 30by30について（２０２５年１０月１日号） 

ＵＲＬ https://www.kddiwu.jp/kwp/magazinecat/46560/ 

【ＴＵＮＡＧ機関誌】 

② 情報労連「全国環境一斉行動」の取り組みについて（２０２５年４月２７日号） 

ＵＲＬ https://tunag.jp/m/feeds/24732067 

 

 

（３）プルタブ回収運動 

年間を通じて組合員からプルタブの回収を行った。 

 

（４）書き損じハガキ回収等の取り組み 

組合員より書き損じハガキ等の回収を行い、特定非営利活動法人 シャプラニール＝市民による海

外協力の会へ寄付を行った。 

 

（５）情報労連・愛の基金 

１）カンパ活動 

大規模自然災害等の緊急時における災害復旧支援、ならびに市民団体との積極的な連係による社

会貢献活動への支援等により「すべての人が暮らしやすい社会」と「自由・平等・公正で平和な世

界」の実現に向け、産別労働組合としての社会的役割を果たしていくことを目的に以下のとおり

「情報労連・愛の基金カンパ」に取り組んだ。 

※詳細報告は支部代表者会議資料参照 

実施期間：２０２５年９月１８日（木）～１２月３１日（水） 
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対 象 者：組合員（ただし、ＫＤＤＩグループで働く方ならどなたでも受付可） 

周知方法：ネットＴｈｅ Ｕｎｉｏｎ、労組ホームページによる周知および支部執行委員・職場

委員による職場での声掛け 

情報労連のカンパ金額  ：５，９１１，０３９円 

ＫＤＤＩ労組のカンパ金額：  ４９４，５９２円 

 

≪支部別カンパ金額≫ 

 

 

  ２）市民団体等への支援 

   ２０２４年度「情報労連・愛の基金」の助成先公募に基づき、７団体への支援を行った。 

【愛の基金助成先（情報連全体での実績）】 

７団体、合計１，３１３，０００円の助成が行われた。 

No 助成対象団体 助成金額 

1 ＮＰＯ法人親子サポート・一本の樹 277,000円 

2 ＮＰＯ法人児童くらぶなんたらカンタラ ※ 300,000円 

3 伊丹小学校地区自治協議会特定非営利活動法人 ※ 150,000円 

4 フォトボランティア「ポレポレ」 ※ 36,000円 

5 川越リージョナルウインドオーケストラ 300,000円 

6 ＮＰＯ法人手賀沼トラスト 100,000円 

7 一般社団法人 sien sien west（おらっちゃ七尾） ※ 150,000円 

※ＫＤＤＩ労働組合推薦団体 

 

支部 チェックオフ 
口座振込 

※現金含む 
auPAYコード払い 合計 

本社中央支部 18 人 19,000 円 3,000 円     22,000 円 

東日本支部 21 人 37,600 円 4,500 円     42,100 円 

西日本支部 15 人 30,800 円 39,894 円     70,694 円 

ＫＤＤＩエンジニアリング支部 8 人 10,000 円 46,926 円     56,926 円 

ＫＤＤＩ まとめてオフィス支部 18 人 37,041 円 115,456 円     152,497 円 

中央本部 11 人 46,000 円 2,500 円     48,500 円 

その他（支部不明分） 0 人 0 円 45,000 円 105 件 56,875 円 101,875 円 

合計 91 人 
180,441

円 
257,276 円 105 件 56,875 円 494,592 円 
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ＫＤＤＩ労働組合 主催 

「環境学習ツアー」 

しおり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年１０月２５日（土）～１０月２６日（日） 

ＫＤＤＩ労働組合 
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2 

【全体スケジュール １０月２５日（土）～１０月２６日（日）】 

１０月２５日（土） 

１１：３０   郡山駅中央口（西口） 受付開始   

１２：００   郡山駅出発   

１３：００   ガイダンス（高篠山森林公園）   

１３：１５   フィールドワーク（郡山市「森の案内人」による環境学習）   

※雨天時：国立環境研究所による環境学習・木工教室 

１４：３０   おやつタイム（山の農園に移動しておやつ）   

１５：００   ワーク：SDGsカードゲーム   

１６：３０   休憩   

１７：００   交流会（アウトドア食事・星空観測）   

１９：３０ 山の農園出発 

２０：００ 宿泊施設到着 

 

１０月２６日（日） 

９：１５ 宿泊施設出発   

１０：００   朝礼（山の農園集合）   

１０：１５   調理実習「郷土食づくり」（担当：あさか開成高校）   

１２：１５   ランチタイム   

１３：００   座学・フィールドワーク（里山の再生活動）   

①保全活動：ブルーベリーの保全 

②収穫体験：あずき収穫・干し柿づくり 

１４：３０   休憩・おやつタイム   

１５：００   ワークショップ「気候変動から考える未来」 

講師：アジア大気汚染研究センター 所長 大原眞利   

１６：３０   振り返り 

１６：５０ 山の農園出発 

１７：３０ 郡山駅にて解散 

※行程は天候などによって変更となる場合があります。予めご了承ください。 

※集合場所までの移動時等、何かトラブルが発生した場合には以下担当者へご連絡ください。 

 

【事務局】（当日連絡先） 

ＫＤＤＩ労働組合 

中央本部 

窪田 廉 携帯電話：０８０－６６３９－４４０３ 

小川原 亮 携帯電話：０８０－６７９０－５６４１ 

 

本社中央支部 

劉 暢 携帯電話：０７０－３５０７－２８９３ 

 

KDDI まとめてオフィス支部 

岡 栞里 携帯電話：０７０－７７７１－８２１８ 
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3 

【持ち物】 

・着替え（１泊２日分） 

・筆記用具 

・保険証 

・お薬（酔い止め薬など） 

・帽子・ジャンバー・長ズボン・靴下 

・靴（汚れてもよいもの） 

※夜は 10℃以下に冷え込みます。（最高気温１６℃、最低気温５℃の予報） 

※１日目の交流会はＢＢＱを行います。匂いが付いても良い服装をご準備ください。 

※１日目のフィールドワークは高篠山森林公園公園内を歩きますので、歩きやすい靴、服装をご準備

ください。 

※２日目のフィールドワークは、長靴を貸し出します。貸出できるのは大人サイズとなります。お子

様は可能でしたら長靴を持参ください。 

 

○雨天時（若しくは前日が雨だった場合） 

・長靴や汚れても良い靴の準備を推奨します。 

※雨天の場合、外での活動は行いませんが、山の農園付近は相当ぬかるみます。バスから山の農園へ

移動するだけでも間違いなく汚れますので、そのつもりで各自ご準備をお願いします。 

 

【参考写真】雨天時の山の農園 
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＜集合場所／集合時間について＞ 

・日 時：２０２５年１０月２５日（土）１２時００分（受付開始 １１時３０分） 

・場 所：ＪＲ郡山駅 中央口（西口） 

近くに事務局がおりますので、わからなければお電話ください。 

 

集合後に昼食を食べる時間はありませんので、各自で昼食を済ませてから集合してください。 

郡山駅から高篠山森林公園まではバスで３０分程度の見込みです。必要に応じて事前に酔い止め薬の

服用等、準備をお願いします。 

郡山駅 

郡山駅 中央口（西口） 

（駅の構内から見た写真） 
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環境学習ツアーについて 

ＫＤＤＩ労働組合では、将来世代が受け継ぐ自然環境を守り回復させていくことが、安心して暮らし働け

る社会の実現に重要と考え、「ネイチャーポジティブ」に取り組んでいます。その取り組みの一つとして、

気候変動や環境汚染の実態を知ること、知ったうえで組合員一人ひとり若しくは家族と一緒に行動につなげ

ることが重要との考えから、本環境学習ツアーを開催しました。 

学習ツアーは、東日本大震災・原発事故の影響を受けた障がい者を支援するため活動を行っている、「特

定非営利活動法人しんせい」の協力をいただきました。学習においては、しんせいのスタッフを始め、しん

せいと共に活動しているあさか開成高校の生徒や国立環境研究所の職員にも講師として参加いただきます。

大人も子どもも、講師も一緒になって楽しく学習できるプログラムを準備しましたので、楽しく学びにつな

げいただければ幸いです。 

 

 

           

 

 

活動場所および宿泊施設について 

【活動場所】 

・高篠山森林公園 

 〒963-0213 福島県郡山市逢瀬町多田野字高篠 1-6 

 

・山の農園 

 〒963-0213 福島県郡山市逢瀬町多田野大将旗 2 

 ※残念ながらａｕは圏外になります。ドコモはエリア内です。 

 

【宿泊施設】 

・シーラックパル郡山 

〒963-8041 福島県郡山市富田町向舘 11-1 

特定非営利活動法人しんせい 

ホームページ 

https://shinsei28.org/ 

特定非営利活動法人しんせい 

山の学校 

https://shinsei28.org/school/ 
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参加者名簿 

No 参加人数 名前 備考 

1 1 郡司 正紀   - 

2 1 武田 仁宏   - 

3 
2 

田中 敬子   - 

4 古賀 龍世   - 

5 
2 

大谷 大   - 

6 大谷 美心   - 

7 
2 

西島 由香   - 

8 西島 結菜   - 

9 1 大澤 伸枝   - 

10 1 遠藤 真理   - 

11 1 児玉 わかな   - 

12 

3 

中川 恵勝   - 

13 中川 友喜   - 

14 中川 利果   - 

15 
2 

穴見 繁幸   - 

16 穴見 圭   - 

17 1 内橋 佐知子   - 

18 1 窪田 廉 事務局 

19 1 小川原 亮   事務局 

20 1 劉 暢   事務局 

21 1 岡 栞里 事務局 

 

 

山の農園 

郡山駅 

高篠山森林公園 

宿泊施設 
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写真の共有について 

行動中に撮影した写真は以下のＧｏｏｇｌｅフォトで共有します。みなさんが撮影した写真もぜ

ひ保存してください。 

※写真は労働組合の活動報告等に使用する場合があります。予めご了承ください。 

 

 
Ｇｏｏｇｌｅフォトへのリンク 

 

活動報告について 

ツアー参加後速やかに、以下のＧｏｏｇｌｅフォームから活動報告を必ず実施してください。 

期限：２０２５年１１月４日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇｏｏｇｌｅフォームへのリンク 

 

 

   メ モ 

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

  

152

https://photos.app.goo.gl/HQ4PxmLFfjEbV8td7
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfJDlgzWzhz0Z1jiv4EVLi0wasl-OgVWscAo0SuEN1c4wD7Aw/viewform?usp=header


8 

 

   メ モ 
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６．産別運動・国際連帯活動 

（１）連合・情報労連 

項番 開催日 集会・セミナー等 

1 2025年 9月 19日 連合｢未来づくり春闘｣評価委員会シンポジウム 

2 2025年 10月 2日 2025連合全国セイフティネットワーク集会 

3 2025年 10月 4日 情報労連｢明日知恵塾｣ 

4 2025年 10月 7日、 8日 連合 第 19回定期全国大会 

5 2025年 10月 16日、他全 10回 全労生｢ユニオン・カレッジ｣ 

6 2025年 10月 20日 部落解放中央共闘会議 第 50回総会 

7 2025年 10月 24日 2025連合ジェンダー平等推進中央集会 

8 2025年 10月 31日 連合 2026春季生活闘争中央討論集会 

9 2025年 10月 31日 狭山事件の再審を求める市民集会 

10 2025年 11月 11日 第 22回 ICTSフォーラム 

11 

2025年 11月 16日～19日、12月

11 日～12 日、2026 年 2 月 27 日

～28 日、4 月 20 日～21日、5 月

17日～20日 全 14日間 

Rengoアカデミー第 25回マスターコース 

12 
2025年 11月 21 日、2026 年 4 月

28日、5月 26日、全 3回 
ICTJ Women's Network 

13 2025年 11月 25日 ICTJオンラインセミナー｢身近で出来る社会貢献活動!｣  

14 2025年 12月 1日 情報労連 ジェンダー平等･トップリーダー学習会 

15 2025年 12月 1日 情報労連 オンラインセミナー｢災害と法制度｣ 

16 2025年 12月 1日 連合 北方領土返還要求アピール行動 

17 2025年 12月 4日 連合 2026春季生活闘争 格差是正ﾌｫｰﾗﾑ 

18 2025年 12月 9日 世界人権宣言 77周年記念東京集会 

19 2025年 12月 9日 
ICTJ オンラインセミナー｢心と体と脳を元気にす

る!～はじめてのまーじゃん～｣ 

20 2025年 12月 11日 情報労連 パートナーシップセミナー 

21 2025年 12月 12日 情報労連 ｢第 219 臨時国会 組織内議員国政報告会｣  

22 2025年 12月 14日、15日 ICTJライジングセッション 

23 2025年 12月 17日 2025連合税制シンポジウム 

24 2026年 1月 22日、 4月 22日 ICTJユースコミッティ 

25 2026年 2月 25日 連合 政策学習会｢消費者をとりまく法制度｣ 

26 2026年 2月 28日 
連合｢2026 春季生活闘争全国一斉アクション 2.28

中央集会｣ 

27 2026年 3月 2日 情報労連 ｢2026春闘 3.2総決起集会｣ 

28 2026年 3月 6日 連合｢2026春季生活闘争 3.8国際女性ﾃﾞｰ中央集会｣ 

29 2026年 3月 25日 連合 政策学習会｢消費者契約法改正に向けて｣ 
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項番 開催日 集会・セミナー等 

30 2026年 3月 26日 
ICTJ オンラインセミナー｢選ばれる組合へのアップ

デート!未加入者の心を動かす実践の第一歩｣ 

31 2026年 3月 31日 連合｢2026年度重点政策討論集会｣ 

32 2026年 4月 16日 情報労連 特別講話｢熊本地震から 10年｣ 

33 2026年 4月 17日 2026連合･防災セミナー 

34 2026年 4月 20日 連合 政策学習会｢災害法制の全体像からみた課題｣ 

35 2026年 4月 20日 
ICTJ オンラインセミナー｢あなたの防災対策は本当

に正しい!?大切な人を守るﾘｱﾙ防災術｣ 

36 2026年 5月 12日 明日知恵塾 成蹊大学･原ゼミ 

37 2026年 5月 18日 
ICTJ オンラインセミナー「今すぐ誰でも簡単に出

来る 4大 AIツールを徹底分解｣ 

38 2026年 5月 22日 狭山事件の再審を求める市民集会 

39 2026年 5月 27日 明日知恵塾 立正大学･戎野ゼミ 

40 2026年 5月 28日 連合｢第 97回中央委員｣ 

（２）国際連帯活動 

１）第７回 ＵＮＩ Ａｐｒｏ ＩＣＴＳ部会大会 ※報告詳細は支部代表会議資料参照 

期 間 ：２０２５年１０月１３日、１４日 

開催形態：マニラ（フィリピン） 

参加者 ：浦中央執行委員長、安藤副事務局長 

内 容 ：大会では、「ＵＮＩ Ａｐｒｏ ＩＣＴＳ部会戦略的行動計画（２０２５～２０２９年）」

を採択するとともに、「多国籍企業および地域企業における労働組合の組織化と強化」

や「デジタル時代におけるディーセントワーク」、「ジェンダー平等」等に焦点を当てた

セッションが開催され、各国代表による活発な討議のもと、各種動議が満場一致で採択

された。また、役員選挙が実施され、「ＵＮＩ Ａｐｒｏ ＩＣＴＳ部会委員会」「同部会

議長・副議長」「ＵＮＩ世界ＩＣＴＳ部会委員」などの役職が選出され、安藤前議長

（前情報労連中央執行委員長）に代わり、北野新議長（情報労連中央執行委員長）が選

出された。 

２）ＵＮＩ Ａｐｒｏ東アジア労組フォーラム 

期 間 ：２０２５年１０月２３日、２４日 

開催形態：済州島（韓国） 

参加者 ：浅野中央執行委員 

内 容 ：日本、韓国、台湾、モンゴル、香港各国・地域の労働組合代表１２９名が一堂に会し、

「保護主義と新たなグローバル秩序 - 東アジアにおける組合の対応」をテーマにフォー

ラムが開催された。本フォーラムは、東アジア各国の労働組合で各国の現状や課題、労

働組合の取り組みを共有し、連帯を強める目的で開催されており、保護主義、ＡＩの進

展、少子高齢化、ジェンダー平等、若者のエンパワメントなど、労働者を取り巻く多様

な課題について意見を交わした。 
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３）ＵＮＩ Ａｐｒｏ／ＩＣＴＪ青年ワークショップ 

期 間 ：２０２５年１２月２日～７日 

開催形態：クアラルンプール（マレーシア） 

参加者 ：窪田中央執行委員、神谷中央執行委員、藤原中央執行委員、野口中央執行委員 

内 容 ：１２月３日～５日、マレーシア・クアラルンプールでＵＮＩ Ａｐｒｏ／ＩＣＴＪ青年ワ

ークショップが開催され、９カ国・３０名が参加した。日本からは情報労連１３名（Ｎ

ＴＴ労組６名、通建連合２名、ＫＤＤＩ労組４名、中央本部１名）が参加し、青年活動

に関する講義やグループワークなどを中心とした３日間のプログラムに参加した。 
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産別運動・国際連帯活動 

関連資料 
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1 

 

第５回支部代表者会議－報告 

 

２０２５年１２月１８日 

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 労 働 組 合 

中 央 本 部 

ＵＮＩＡｐｒｏＩＣＴＳ部会大会報告 

１．概要 

日 程 ２０２５年１０月１３日（月）～１４日（火） 

会 場 フィリピン・マニラ 

全体参加数 
世界１３カ国（２２組織）よりゲスト、スタッフを含め約１００名 

（代議員・オブザーバー参加：７７名、うち女性約２６％） 

情報労連の参加者 

情報労連  ：北野中央執行委員長、安藤顧問、 

齋藤中央執行委員、佐々木職員 

ＮＴＴ労組 ：十川中央執行委員長、太田中央執行委員 

通建連合  ：髙代議長 

ＫＤＤＩ労組：浦中央執行委員長、安藤副事務局長 

ソフトバンク労組：梅地執行委員          （計１０名） 

概要 

大会では、「ＵＮＩ Ａｐｒｏ ＩＣＴＳ部会戦略的行動計画（２０２

５～２０２９年）」を採択するとともに、「多国籍企業および地域企業に

おける労働組合の組織化と強化」や「デジタル時代におけるディーセン

トワーク」、「ジェンダー平等」等に焦点を当てたセッションが開催さ

れ、各国代表による活発な討議のもと、各種動議が満場一致で採択され

た。 

また、役員選挙が実施され、「ＵＮＩ Ａｐｒｏ ＩＣＴＳ部会委員

会」「同部会議長・副議長」「ＵＮＩ世界ＩＣＴＳ部会委員」などの役職

が選出され、安藤前議長（前情報労連中央執行委員長）に代わり、北野

新議長（情報労連中央執行委員長）が選出された。 
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２．内容 

 内 容 

１０月１３日（月）１日目 

開会挨拶・

議題採択 

開会式では、ロランド・デラクルスＵＮＩフィリピン加盟協議長による歓迎挨

拶に続き、フィリピン労働雇用省のマリア・コンスエロ・バカイ労働仲裁官が登

壇し、「デジタル変革の時代こそ、社会対話を通じて労働者の尊厳を守り、公正

で包摂的な働き方を実現することが重要であり、労働者代表の政策参画は不可欠

である」と述べた。 

続いて、安藤議長（当時）が挨拶に立ち、「アジア太平洋のＩＣＴＳ産業は急

速に拡大する一方、不安定雇用や過重労働、ＡＩによる仕事の変化など新たな課

題が生じている。こうした変化の中で、国・地域によって置かれた状況は違え

ど、共通する課題は『人間を中心に据えたＩＣＴＳ産業の未来をどうつくるか』

である」と述べた上で、「参加者一人ひとりの経験と知見を持ち寄り、連帯と協

力を通じてその解決に向けた道を切り拓いていこう」と呼びかけた。 

その後、ベンジャミン・パートンＵＮＩ ＩＣＴＳ局長、ラジェンドラ・アチャ

リャＵＮＩ Ａｐｒｏ地域書記長が連帯挨拶を行った。 

活 動 報 告

（ 2021-

2025） 

木村ＵＮＩ Ａｐｒｏ ＩＣＴＳ部長より「２０２１～２０２５年ＵＮＩ Ａｐｒ

ｏ ＩＣＴＳ部会活動報告」が行われた。報告では、①ＩＣＴＳ産業のグローバル

企業・地域企業における組織化・組織強化、②ビジネスサービス部門における労働

基準の引き上げと労働安全衛生の強化、③テック企業およびゲーム開発企業の組織

化、④ＩＣＴＳ労働者のための政治的影響力と経済力の向上、⑤デジタル時代のデ

ィーセントワーク――等の４年間の活動が総括され、加速するデジタル変革と激化

する国際競争の中で、ＩＣＴＳ労働者の権利と尊厳を守る国際的な運動をさらに前

進させていく必要性が示された。 

 

セッション

１ 

●多国籍企業および地域企業における労働組合の組織化と強化 

 

セッション１では、「多国籍企業および地域企業における労働組合の組織化と強

化」をテーマに、テレノール、アクシアタ、エリクソンなどアジア太平洋地域で事

業を展開する多国籍企業の事例をもとに議論が行われ、国境を越えた連携強化に加

え、労働者の法的権利保護やスキル向上を支える、レジリエントで専門性の高い労

働組合の構築が重要であることが共有された。 

 

討議では、情報労連・十川代議員（ＮＴＴ労組中

央執行委員長）が発言に立ち、ＮＴＴデータグルー

プの海外展開に伴う課題として、国・地域ごとに異

なる労働慣行の中での実態把握の重要性を述べ、

「ＵＮＩの仲間と連携し、現地組合との協働を通じ

て持続可能な職場環境の実現をめざしたい」と訴え

た。 

 

 
発言する十川代議員（ＮＴＴ労組） 

１０月１４日（火）２日目 

基調講演 ＩＬＯフィリピン事務所のアナ・リザ・Ｕ・バレンシア氏（ＲＩＳＳＣ国家プロ

ジェクトコーディネータ）が「労働組合が人権デューディリジェンスと責任ある企

業行動の促進において果たす役割」と題して基調講演を行い、人権デューディリジ

ェンス（ＨＲＤＤ）および責任ある企業行動（ＲＢＣ）の推進において、現場の声
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 内 容 

を社会対話へとつなぐ労働組合の役割が極めて重要であると強調した。 

質疑では、情報労連・高代代議員（通建連合議長）が、通信建設工事における

交通誘導員の労働安全衛生課題やハラス

メントの実態を共有した上で、サプライ

チェーン下流の未組織労働者をどう組織

化していくか、その効果的な方策を尋ね

た。バレンシア氏は、「サプライチェー

ン全体の中で、どの層が社会的保護から

取り残されているのかを特定することが

重要。改善可能な部分から段階的に取り

組むことが有効であり、ＩＬＯとしても

今後、優良事例を収集・共有していきた

い」と述べた。 

    
取り組み報告をする髙代代議員（通建連合） 

セッション

２ 

●テーマ「ビジネスサービスにおける基準の向上と労働安全衛生の強化」 

 

セッション２では、９月３０日に発生したフィリピン・セブ島地震において、ビ

ジネスサービス部門の労働者が地震発生中にもかかわらず電話対応を強いられた事

例が象徴的に紹介され、災害時においても安全より業務継続を優先せざるを得ない

同部門の厳しい労働実態をはじめ、労働安全衛生体制の不備や企業・政府による保

護強化の必要性について活発な議論が交わされた。その後、ＵＮＩフィリピン加盟

協議会から、ビジネスサービス部門の組織化と労働基準の引き上げに向けた取り組

みを強化する動議が提出され、全会一致で採択された。 

 

セッション

３ 

●テーマ「テック・ゲーム開発企業やサプライチェーンにおける組織化とジェンダ

ー平等の推進」 

 

ギグワーカー保護のための法整備過程に労働組合が積極的に関与したマレーシア

の事例やテック産業におけるジェンダー平等課題が共有されるとともに、テクノロ

ジーをすべての人のためのものにするためには、女性を含む多様な人々が意思決定

過程に参画することが不可欠であり、強い労働組合の構築と国際的な連帯を通じて

ジェンダー平等を実現していくことが重要であるとの認識が共有された。 

 

討議では、情報労連・浦代議員（ＫＤＤＩ労組中

央執行委員長）がフロア発言に立ち、男性育休取得

の促進やＬＧＢＴＱの声を反映する仕組みづくりな

ど、多様性を力に変える職場づくりの取り組みを報

告した。 

 

 
取り組み報告をする浦代議員 

セッション

４ 

●テーマ「デジタル時代におけるディーセントワーク」 

 セッション４では、「デジタル時代におけるディーセントワーク」をテーマに、

デジタル化の加速の中で、生成ＡＩなど新技術の普及やリモートワークの拡大に伴

う労働課題が各国代表者から共有され、労働組合による変化に応じた労働環境改善

やアップスキリングへの支援、社会的対話・政策活動の強化の必要性について活発

な討議が行われた。日本からは、情報労連・北野代議員（情報労連中央執行委員

長）がパネリストとして登壇し、日本の労働環境の変化と組合の対応状況を報告。
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 内 容 

テレワーク拡大に伴う「つながらない権利

（勤務時間外の連絡ルール）」の確立や勤

務間インターバル制度の普及促進、ＡＩ導

入における労使協議の重要性を強調すると

ともに、個別労使の枠を超えて法制度の整

備へと結びつけていくことの重要性を訴え

た。 

 

 

 
発言する北野代議員（情報労連）   

UNI Apro  

ICTS 戦略的

行 動 計 画 

2025-2029 

討議を踏まえ、「ＵＮＩ Ａｐｒｏ ＩＣＴＳ部会 戦略的行動計画（２０２５～２

０２９年）」が提起・採択され、国際的な連帯のもとでＩＣＴＳ労働者の組織化の

さらなる拡大とディーセントワークの実現に向けた取り組みを強化する方針が確認

された。 

役員選挙 

閉会 

役員選挙では、情報労連・北野中央執行委員長が新議長に選出された。就任にあ

たり北野議長は、「国や世代を超え、ＵＮＩを通じた情報交換と連帯の価値が一層

高まる今こそ、アジア太平洋の仲間と力を結集し、すべてのＩＣＴＳ労働者が誇り

を持って働ける未来を築いていきたい」と決意を述べ、大きな拍手で迎えられた。

本大会で築き上げたネットワークを礎に、大会参加者が連帯して運動を前進させて

いくことを全体で誓い合い、２日間の全議事を終えて部会大会は閉会した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

大会開催中の模様                            ＵＮＩ フィリピン加盟協 パヤタス担当と 
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２０２６年６月９日 

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 労 働 組 合 

中 央 本 部 

 

ＵＮＩ Ａｐｒｏ東アジア労組フォーラム 出席報告 

 

１．開催概要 

• 日程：２０２５年１０月２３日（木）～２４日（金） 

• 会場：韓国・済州島（Ｗａｖｅ Ｈｏｔｅｌ ＆ Ｒｅｓｏｒｔ） 

２０２５年１０月２３日から２４日にかけて、韓国・済州島において「第１１回 ＵＮＩ Ａｐ

ｒｏ東アジア労組フォーラム」が開催された。情報労連からは、６名が参加したほか、韓国、台

湾、モンゴル、香港のＵＮＩ加盟組織から代表者が集い、各国・地域の労働情勢や課題について活

発な意見交換が行われた。 

 

２．情報労連の参加体制 

• 情報労連    北野 眞一（中央執行委員長） 

佐々木 恵梨（国際担当職員） 

• ＫＤＤＩ労組  浅野 祥（中央執行委員） 

• ＮＴＴ労組   水野 和人（事務局長） 

鈴木 亜優美（情報宣伝部職員） 

• 通建連合    増本 高大（事務局長） 

 

３．基調講演 「保護主義と世界秩序の変動、その展望と対応」 

大邱大学経済学部のキム・ヤンヘ准教授による基調講演が行われた。 

講演では、トランプ政権に見られるような高関税政策をはじめとする保護主義的な動きが世界経

済に大きな影響を及ぼしている現状について説明があった。また、このような政策は米国のみなら

ず世界全体において、人権や環境といった進歩的な課題の優先順位を低下させる可能性があるとの

懸念が示された。 

これに対し、各国の労働組合や非営利団体は労働者の声に耳を傾け、民主主義を守るために国際

的な連帯のもとで発信を続けていく必要があると提起された。 

 

 

情報労連からの参加者 
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４．東アジア地域における労働組合の課題と連帯 

ＵＮＩ Ａｐｒｏのラジェンドラ・アチャリャ地域書記長より、「東アジア地域における労働組

合への期待」をテーマとした問題提起が行われた。 

アチャリャ地域書記長は、東アジア地域が世界有数の経済規模を有する一方で、その成果が労働

者へ十分に還元されていない実態を指摘した。そのうえで、「経済成長は企業の利益のためだけで

はなく、すべての人のためにあるべきである。すべての人の尊厳と権利を守るため、労働組合が企

業やＩＣＴなどの分野を超えて団結し、公正で民主的な未来を築いていこう」と呼びかけた。 

また、各セッションでは以下のテーマを中心に、各国・地域の取り組みや課題について活発な意見

交換が行われた。 

 

主な討議テーマ 

• 人口構造の危機 

o 少子化への対応 

o 雇用年齢・定年年齢の延長 

o 年金制度改革および年金基金の運営・管理 

• ジェンダー平等と若者のエンパワーメント 

• 各国の労働情勢 

o 労働環境の改善に向けた取り組み 

o 労使紛争・闘争事例 

o プラットフォーム労働者等の組織化 

 

５．情報労連からの報告と総括 

情報労連（ＫＤＤＩ労組）からは、浅野中央執行委員が登壇し、

情報労連におけるジェンダー平等の取り組みについて報告した。 

報告では、組織のダイバーシティ実現に向けた基盤として「心理

的安全性」の向上が重要であることを提起した。意見を否定される

ことなく、個々の違いが尊重される職場環境を整備することが、多

様な価値観が共存する現代社会において不可欠であると説明した。 

フォーラムの最後には、急速な環境変化やデジタル化による働き

方・生活の変化に対応し、労働者の権利と生活を守るため、各

国・地域の労働組合が連帯して取り組んでいくことを確認する共

同宣言が採択された。その後、フォーラムは閉会した。 

 

情報労連の取り組み報告を行う 

浅野中央執行委員 
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６．所感 

今回のフォーラムを通じて、東アジア各国・地域は政治・経済・労働環境こそ異なるものの、少

子高齢化、デジタル化の進展、雇用の多様化、ジェンダー平等の推進など、多くの共通課題に直面

していることを改めて認識した。特に、経済成長が続く国・地域においても、その成果が十分に労

働者へ還元されているとは言えず、労働組合による継続的な取り組みの重要性が各国共通の課題と

して共有されていた。 

また、若年層の組織化や女性参画拡大に関する各国の取り組みは、日本の労働組合運動にとって

も示唆に富む内容であった。組合員の価値観や働き方が多様化する中、従来の活動手法だけでな

く、多様な意見を受け止めながら組織運営を行う視点がこれまで以上に求められている。属性や立

場の違いを超えて意見を交わせる環境づくりは、組織の活性化や新たな課題解決につながる重要な

要素であり、ダイバーシティ推進の基盤として位置付ける必要がある。 

さらに、デジタル化や AIの普及により働き方が大きく変化する中、労働組合には従来の労働条

件改善に加え、雇用やスキル形成、働く人の権利保護といった新たな課題への対応が求められてい

ることが各国の議論からも明らかとなった。こうした課題は一国だけで解決できるものではなく、

国際的な情報共有と連帯の重要性を再確認する機会となった。 

さらに、急速なデジタル化やＡＩの普及によって働き方そのものが大きく変化する中、労働組合

には従来の労働条件改善に加え、誰一人取り残さない公正な移行（Ｊｕｓｔ Ｔｒａｎｓｉｔｉｏ

ｎ）を支える役割が求められていると感じた。今回のフォーラムで確認された国際的な連帯の重要

性を踏まえ、今後も各国・地域の取り組みから学びながら、ＫＤＤＩ労組および情報労連の活動に

活かしていきたい。 

 

 

以上 

日本からの参加者 フォーラムの様子 
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２０２５年 青年ワークショップ 参加報告書 

ＵＮＩ Ａｐｒｏ／ＩＣＴＪ「共に立ち上がろう（Ｒｉｓｉｎｇ Ｔｏｇｅｔｈｅｒ）」 

２０２５年１２月３日（水）〜５日（金）／マレーシア・クアラルンプール 

１． 概要 

名称 
ＵＮＩ Ａｐｒｏ／ＩＣＴＪ「共に立ち上がろう（Ｒｉｓｉｎｇ Ｔｏ

ｇｅｔｈｅｒ）」青年ワークショップ 

日程 ２０２５年１２月３日（水）〜１２月５日（金） 全３日間 

会場 パークロイヤルホテル（マレーシア・クアラルンプール） 

主催 ＵＮＩ Ａｐｒｏ／ＩＣＴＪ（情報労連） 

参加国 
日本・タイ・マレーシア・フィリピン・インドネシア・ネパール・ス

リランカ・インドほかアジア太平洋各国 

ＤＡＹ１ １２月３日（水） 

テーマ：開会・各国青年活動の共有 

午前は開会式から始まった。司会のプジャ・カパヒＵＮＩ Ａｐｒｏ青年担当部長の進行のも

と、シャフィーＵＮＩ－ＭＬＣ議長、ラジェンドラＵＮＩ Ａｐｒｏ地域書記長による講演「Ｕ

ＮＩ Ａｐｒｏ ｏｎ Ｒｉｓｉｎｇ Ｔｏｇｅｔｈｅｒ」が行われ、地域全体で青年層が連帯し

て立ち上がることの意義が示された。 

午後は、マルタ・オチョアＵＮＩ本部青年担当部長とプジャ・カパヒ氏による講義「ＵＮＩ

およびＵＮＩ ＡｐｒｏとＵＮＩ Ａｐｒｏユースについて」で、組織の全体像と青年部門の位

置づけを学んだ。続く「青年を労働組合へ」のセッションでは、日本・タイ・マレーシア・フ

ィリピン・インドネシア・ネパール・スリランカ・インドの各国青年より、自国における青年

活動の現状と課題を発表し、初日を終えた。 
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ＤＡＹ２ １２月４日（木） 

テーマ：フィールドワーク 

午前は、「障壁を橋に変える：困難な国々でのメディア労働者の組織化」と題した報告が行

われ、組織化が難しい環境において、現場の労働者とつながり、信頼を築くための具体的な実

践が共有された。 

その後、本ワークショップの中心となるフィールドワークに向けて、チームごとに目的地や

役割分担を確認し、各チームが現地へ出発した。現地では、ヒアリングや観察を通じて課題に

取り組み、昼食も含めてチーム単位で行動することで、メンバー間の連携を深めた。 

夕刻には全チームがホテルの会議室に戻り、翌朝の発表に向けて準備を行った。実地で得た

学びを発表内容にまとめる過程を通じて、チーム内の協働がさらに深まる一日となった。 

ＤＡＹ３ １２月５日（金） 

テーマ：成果発表とまとめ・修了 

最終日は、前日のフィールドワークの成果をまとめたグループプレゼンテーションが中心と

なった。各グループが順に発表を行い、現地で得た気づきや組織化に向けたヒントを共有し合

った。発表を通じて、各国に共通する課題と、それぞれの地域ならではの工夫が浮き彫りにな

った。 

午後は、ジョシュＵＮＩ Ａｐｒｏ青年委員会議長より「ＵＮＩ Ａｐｒｏ 青年の取り組み」

が紹介され、地域全体での今後の青年活動の方向性が示された。 

ワークショップの講評後の交流のでは、各国の青年同士が国を越えたつながりを確かめ合

い、全日程を終えた。 
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所感  

今回の青年ワークショップへの参加を通じて、各国の青年組合員との交流やフィールドワー

クから、労働組合を取り巻く課題や社会情勢について多くの学びを得ることができた。特に、

青年層の労働組合への参加意識の低下や、組織化・参画促進の難しさは、日本だけの課題では

なく、各国に共通する重要なテーマであることを実感した。 

また、各国の発表や意見交換に加え、マレーシアでは多くの外国人労働者が産業を支えてい

る現状を知ることができ、労働組合としてどのように関わり、支援していくべきかを考える貴

重な機会となった。マレーシアにおいて外国人労働者が重要な労働力として位置付けられてい

る実態を踏まえると、人手不足が進む日本においても、今後さらに多様な人材が職場を支える

存在になることが想定される。そのため、国籍や働き方にかかわらず、誰もが安心して働き、

能力を発揮できる環境づくりがますます重要な課題になると感じた。 

さらに、マレーシアでの滞在を通じて、経済成長の一方で貧富の差や生活環境の格差が存在

している現実を目の当たりにしたことも強く印象に残っている。街中で子どもがお金を求める
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姿や、乳幼児を連れた母親が路上で生活する様子は、日本ではあまり目にすることのない光景

であり、大きな衝撃を受けた。こうした経験から、社会的に弱い立場に置かれた人々を支える

仕組みの重要性を改めて認識するとともに、労働組合が果たすべき役割についても深く考えさ

せられた。 

フィールドワークでは、ギグワーカーを取り巻く課題についても学ぶことができた。ギグワ

ーカーは独立した事業者として扱われることが多く、従来の労働組合への加入や労働者保護の

枠組みから取り残されやすい現状がある。一方で、ギグワーカー保護に向けた法整備も進めら

れており、今後は制度の周知や適切な運用を通じて、実効性を高めていくことが重要であると

感じた。 

今回のワークショップで得た学びは、各国の課題を知るだけでなく、日本の労働組合活動を

見つめ直す機会にもなった。また、本ワークショップを通じて各国の労働組合役員と交流し、

それぞれの国が抱える課題や取り組みについて直接意見交換できたことは、大変貴重な経験で

あった。今回得た知見や気づきを今後の組合活動に活かし、青年層の参画促進や組織強化に向

けた取り組みにつなげていきたい。 

 

以上 
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UNI Apro/ICTJ 共に立ち上がろう 青年ワークショップ 

2025 年 12 月 3～5 日、マレーシア・クアラルンプール 

パークロイヤルホテル、マレーシア 

 

プログラム（案） 

 
 

 参加者 到着・ホテルチェックイン 

 リソースパーソン（事務局） 午後 4 時からブリーフィング 

 

2025 年 12 月 3 日（水）Day1 

 

08.30  集合  以下を準備 

1) ネームタグ 

2) 卓上名札 

 

9.00  開会式 –  プジャ・カパヒ(司会) , UNI Apro 青年担当部長 

• UNI-MLC 議長 モハメド・シャフィーBP ママル 

• 情報労連書記長 春川徹 

 

講演「UNI Apro on Rising Together」 

UNI Apro 地域書記長 ラジェンドラ・アチャリャ 

 

10.00   集合写真の撮影 / 休憩 

 

10.30  労働組合と青年 共に立ち上がろう 

 

• UNI-MLC 議長 モハメド・シャフィーBP ママル 

• 情報労連書記長 春川徹 

• UNI Apro 青年委員会議長 ジョシュ・グラホ  

• UNI 本部青年担当部長 マルタ・オチョア   

 

11.30  グループワーク- 自己紹介 

 
 

12.00   ワークショッププログラムについて 

a) リソースパーソンの紹介 
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b) 進め方について 

c) 参加者へ期待すること  

d) ワークショップ中のルール 

e) 課題– 1 日目 

 

12.30  昼食  

 

13.30  講義「UNI および UNI Apro と UNI Apro ユースについて」 

  マルタ・オチョア UNI 本部青年担当部長＆プジャ・カパヒ UNI Apro 青年担当部長 

 
 

14.30  青年を労働組合へ 

  

  モデレーター：ジェーン, 各国 7 分間のプレゼン 

• ユース@ICTJ, 日本  

• ユース@UNI TLC, タイ 

 

モデレーター：ジョシュ 

• Youth@UNI MLC, マレーシア 

• Youth@UNI PLC, フィリピン 

 

モデレーター：アイシャ・アリ, UNI パキスタン加盟協議会  

• Youth@ASPESK, インドネシア 

• Youth@UNI NLC, ネパール 

 

モデレーター：入江優妃、情報労連 

• Youth@UNI SLAC, スリランカ 

• Youth@UNI ILC, インド 

 
 

春川書記長によるコメント・講評 

 

15:30  休憩 

 

16:00   講演「青年とテック部門」 UNI Apro ICTS 部会担当部長   

 

グループワーク 
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17.00  1 日目プログラム終了  

 

19.00   夕食（ホテル内） 

 
 
 
 

2025 年 12 月 4 日（木）Day2 

 

8.30  参加者セミナールーム集合 

 

9.00  障壁を橋に変える：困難な国々でのメディア労働者の組織化 ― ジャン（タイ） 

 

10.00  ティーブレイク 

 

10.30  グループワーク・準備 

 

  UNI Apro ユース、動き出す！ 

✓ チームごとに目的地へ出発 

✓ インタビューと課題遂行 

✓ チームで昼食を取ること 

 
12.00  Lunch  
 

18.30  すべてのグループは、遅くとも午後 7 時までにホテルの会議室に戻ること（必須）。

その後、翌朝のチーム発表に向けて、それぞれのグループで協力して準備を行って

ください。 

 

2 日目終了 

 

19:00  夕食（ホテル内） 

 
 

2025 年 12 月 5 日（金）Day3 

 

8.30  UNI Apro ユース、動き出す！ 

各グループは、自分たちのプレゼンテーションを確認・見直しする 

その後、ミニ・チームビルディング・エクササイズ 
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09.00   グループ・プレゼンテーション 

 

10.30   ティーブレイク 

 

11.00    プレゼンテーション続き - UNI Apro ユース、動き出す！ 

 

12.30   昼食 

 

13.30   UNI Apro 青年の取り組み  

ジョシュ・グラホ UNI Apro 青年委員会議長によるプレゼンテーション  

 

15.00    ティーブレイク 

 

15.30   ワークショップ講評 プジャ・カパヒ＆佐々木恵梨 

  今後の展望と修了証授与 

 

17.00   閉会 

 

19.00   夕食／交流の夕べ 

 
 

2025 年 12 月 6 日（土） 

 

参加者チェックアウト 
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